
JP 4988198 B2 2012.8.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
摩擦でトルクを伝達することができる少なくとも２つのコーンと、前記コーンを連結する
摩擦リングとを有する回転変速機であって、
少なくとも１つの前記コーンが、前記コーンの外周方向に沿う溝を有し、２つの溝の間の
距離が前記コーンの表面の軸方向に変化し、少なくとも１つの前記コーンの表面のうち摩
擦リングと接触する部分が異なると、動作経路が異なり、その結果として変速比が異なる
ことを特徴とするコーン形摩擦リング変速機。
【請求項２】
請求項１に記載のコーン形摩擦リング変速機であって、
前記摩擦リングは、溝を有する少なくとも１つの動作表面を有することを特徴とするコー
ン形摩擦リング変速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、摩擦でトルクを伝達することができる少なくとも２つの回転変速要素を有する
回転変速機に関する。特に、本発明は、それぞれが２つの回転変速要素を連結する回転結
合要素のため、少なくとも１つの動作表面を有する２つの回転変速要素を具備する変速機
に関する。２つの回転変速要素の動作表面のうちの少なくとも１つは、この場合、異なる
稼動半径を有する結合要素のための少なくとも２つの動作経路を好ましくは有するので、
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このように、連続的なおよび／またはほとんど無段変速が実行されることができる。
例えば、このタイプの配置は、コーン形の摩擦リング変速に関するＥＰ０　８７８　６４
１　Ａ１から公知である。そこにおいて、対向するコーン形の角度を有する２つのコーン
が取り付けられるので、それらの間に恒常的な距離が残るように回転することができ、か
つ、リングは結合要素としてコーンのうちの１つを囲んで回転する。しかしながら、この
タイプの配置が比較的大きな摩耗、および／または、不十分な変速パフォーマンスのみ、
および／または、特に、より高い負荷で変速機の破壊に至ることが示された。
したがって、本発明の目的は、摩擦でトルクを伝達することができ、よりよい変速挙動、
および／または、より長い耐用年数を有する少なくとも２つの回転変速要素を具備する回
転変速機を提供することである。
【０００２】
この目的を達成するために、本発明は摩擦でトルクを伝達することができる少なくとも２
つの回転変速要素を有する回転変速機を提案する。そこにおいて、少なくとも動作の間、
隙間は変速要素の間で提供される。
このタイプの遠隔操作可能な動作を通じて、このタイプの変速機は、極めて低い摩耗によ
って組み込まれ、適切な相互作用メカニズムは、対応する変速要素と力および／またはト
ルク変速機のための結合要素との間で提供されている。好ましくは、圧力にもかかわらず
隙間において残存したままで、必要な力および／またはトルクを伝達する流体および／ま
たは液体を経た結合は提供される。しかしながら、例えば静電または磁性の配置のような
他の相互作用メカニズムもまた提供されてもよい。
【０００３】
本発明は、隙間および／または液体が少なくとも動作の間、コーンと摩擦リングとの間に
置かれたコーン形の摩擦リング変速機のために特に適切である。このように、他に何もし
なくともリングはまた、所望の速度伝達比のために配置されることができる。本発明は、
しかしながら、変速要素が互いに摩擦で相互に作用する他の無段変速機にもまた、適切で
ある。現在の文脈において、変速要素間の「摩擦の相互関係」という用語は、一方の変速
要素からこの目的のためにこれらの変速要素の間に存在している明確な接続なしで他方の
変速要素までトルクが伝達される相互関係を表現する。一般的に、比較的高制限のトルク
より少なくとも上に、特定のスリップは摩擦の相互関係において存在する。このタイプの
スリップは、非破壊的にしばしば発生し、そして、対応する変速機は、概してこれらの制
限トルク以下で機能する。
【０００４】
代替的におよび／または累積的に、回転変速要素、および／または、摩擦リングのような
結合要素の少なくとも１つが湿らされる液体として、メチル・シロキサン、ジメチル・ジ
フェニル・シロキサンおよび／またはフェニル基を有するメチル・フェニル・シロキサン
からなる液体、特にシリコーンオイルは、上記の隙間に使用されることができる。特に、
例えばフェニル・アルキル基またはフルオロアルキル基を含むジメチル・ポリシロキサン
も使用されることができる。この場合、ジメチル・シロキシ基は、特にその中において個
別にジフェニル・シロキシ基と、または、シロキサン・ブロックとして代替されることが
できる。
このタイプの液体は、用語「シリコーンオイル」として一般に公知であり、また、具体的
にではないが、概して無段変速機の回転変速要素を湿らすための液体として、ＥＰ０　８
７８　６４１　Ａ１において開示されている。シリコーンオイルは、実地試験において、
特に結合ローラまたは摩擦リングのような圧延結合要素での相互作用において、不都合で
あることが示された比較的軽微な潤滑性能を有するので、周知のシリコーンオイルでの動
作の間、液体フィルムが壊れることが仮定される。しかしながら、シリコーンオイルは、
他の液体と比較してその特性の高温担持能力において特に優れている。
【０００５】
メチル・シロキサン、ジメチル・ジフェニル・シロキサンおよび／またはフェニル基を有
するメチル・フェニル・シロキサンから成る提案された液体は、特に、例えばジフェニル
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・シロキサン・ブロックがポリメチル・シロキサンに組み込まれる場合、おそらくフィル
ムの破損を防ぐ他の液体と比較して高い圧縮性において優れている。したがってオイルは
、圧延結合要素を有する変速機のために温度/粘性および／または温度/圧縮性挙動におい
て、このタイプのシステムのために見つけられた都合がよい挙動を有して提供され、その
粘性および／または圧縮性は、温度に依存する粘性変化度および／または圧縮性変化度が
変わるいかなるタイプもの液体であって、鉱油の粘性変化度および／または圧縮性変化度
とジメチル・シロキサンの粘性変化度および／または圧縮性変化度との間にある液体は、
非常に一般的に変速機に都合よく使用される。これらの特性を使用して、液体および／ま
たはオイルは対応する変速機を十分になめらかにするので、高過ぎる運転温度に達しない
。加えて、潤滑剤は、結合要素と対応する変速要素との間の十分な結合が妨げられるほど
強くない。その上に、記載された圧縮性ウインドウは、加圧下でさえ液体の均一的な分配
を妨げることなく部品を囲んでいる液体フィルムの十分な安定性を生じる。
【０００６】
特に、ポリジメチル・シロキサン、ポリジメチル・ジフェニル・シロキサン、および／ま
たはポリメチル・フェニル基を有するフェニル・シロキサン、および／または、アルキル
置換γ-トリフルオロプロピル置換ポリジメチル・シロキサンを有する液体が使用される
ことができる。
「シリコーン」はまた、例えば１０から２５％のフェニル基またはγ-トリフルオロプロ
ピル基または他のアルキル基も、使用されるポリジメチル・シロキサンの置換基として含
まれるような有機置換基において使用されることができる。
加えて、対応する液体が温度に関して安定し、かつ、可能な限り、鉱油よりその特性に関
する変更が少ない場合、累積的におよび／または代替的に特に都合がよい。このように、
対応する流体はより変質しないので、変速機の長い耐用年数は保証されることができる。
さらに、例えば極めて高い負荷または極めて高速、または、冬における始動手順の間のよ
うな異なる作動状態においてさえ、流体の物理的な特性はできるだけ一定に保たれる。
ポリジメチル・シロキサンのフェニル・シロキサン・ユニットに関して、および／または
、一般にシロキサンにおけるフェニル・シロキサン・ユニットに関して、それらは、所望
の結果を達成するため、対とブロックとの両方において使用されることができる。加えて
、上記した圧縮性は、結合要素と回転変速要素との間に残り、対応する液体で満たされ、
かつ、高圧においてさえ液体により安定して架橋される隙間と協動して特に都合がよい。
この場合、液体は力伝達のために使用されるので、本願明細書において起こっている剪断
力は、積極的にではないが結合要素と対応する変速要素とを結合することができる。その
上に、高い圧縮性は、小さい隙間のみが十分に高い剪断力および壊れない液体フィルムを
実行し、また、隙間は、高圧およびこの高圧力に対する液体の高抵抗力のみにより維持さ
れることが可能であるこの変速機が高いおよび／またはより高いトルクにおいてさえ可能
であることを保証する。
【０００７】
温度安定性、圧縮性および／または粘性に関する隙間および／または液体に関する上述の
考慮すべき問題は、個別にまたは共に連続変速のため、特に互いの上で回転する２つの変
速要素を有する変速機のため、本発明による変速機の残りの特徴のそれぞれにさえ都合よ
い可能性があることは明らかである。
特に摩擦ロック装置、または油圧、流体静力学的、流体力学的、磁性または別の遠隔操作
可能な相互作用、および／または明確な接続のない他の相互作用を経てさえ本質的に連結
される変速要素のため、結合要素の変速要素の２つの動作経路からなる変速機において、
これらの動作経路は、相互作用、例えば、適切な方法における表面圧または同様の何かを
実行および／または適応させることを可能にするため、異なる表面を備える場合、都合が
よい可能性がある。この場合、例えば、異なる幅および／または異なる表面組織および／
または表面処理の溝または突起は、回転変速要素の少なくとも１つに沿って提供される。
このように例えば、表面圧は変速要素の異なる半径に適応する。このタイプの表面のバリ
エーションが変速要素上の動作経路において都合がよいことは、本発明による変速機の残
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りの特徴のそれぞれにさえ明らかである。
【０００８】
動作経路から独立している相互作用の実施例のために、結合要素の表面はまた、仕上げが
なめらかでなければならない。特に、表面は油圧相互作用の場合には適切な方法の剪断お
よび圧縮力に影響するために溝または類似した何かを有することができる。加えて、結合
要素はまた、接触している異なる変速要素のための異なる表面を有することができる。
よい剪断力の分配を保証するため、特に、液体フィルムが破損せずに結合要素の動作表面
および／または対応する変速要素の対応する動作表面を湿らす液体との相互作用において
、結合要素は、直線から逸脱する横断面を有する少なくとも１つの動作表面を有すること
ができ、好ましくは凸面および／または冠部を持つ横断面を有する。十分な剪断力を伝達
する連続液体フィルムは、したがって高圧においてでさえ保証されることができる。この
場合、横断面の選択は、好ましくは液体に合わせて調整される。累積的におよび／または
代替的に、結合要素の横断面は、特に下記のように、保持装置により片側のみ保持される
直線から最適に逸脱することができる。なぜなら、このタイプの片側の保持装置は、結合
要素に比較的大きい自由度を残すにもかかわらず結合要素と安定する方法で相互に作用す
ることができ、直線から逸脱している動作表面により比較的不安定であるので、特に動作
経路が変更する場合には、全体的なシステムはまた、低い力消費によって作動されること
ができるからである。
【０００９】
結合要素の表面デザインおよび／またはこのタイプの回転変速要素が、変速要素と結合要
素との間に相互作用させるため、本発明による変速装置の残りの特徴に個別に、また都合
よく使用されることができることは明らかである。
無段部分変速機を有する変速機において、特別な運転状況、例えば低速運転の間における
後退用ギア、および／または、恒常的な安定した負荷がかかる間における課題の減少を保
証するため、並列に結合される２つ変速経路で優れている無段部分変速機を有する変速機
が提案され、無段部分変速機は、２つの変速経路の第１の経路において提供されている。
このタイプの配置は、第１の変速経路が無段変速機の利点を提供することができる一方で
、特別な運転、および／または、負荷の状況が第２の変速経路により実行されることを可
能にする。現在の文脈において、「２つの変速経路の並列回路」という用語は、共有され
たインプット側の部分的な変速機間において、２つの変速経路が、例えば駆動軸のモータ
、クラッチディスク、または類似した何か、および、共有されたアウトプット側の部分的
な変速機、また、例えば自動車の主な差動装置のような（原文にてword missing）を有す
ることを示す。共有されたインプット側の部分的な変速機と共有されたアウトプット側の
部分的な変速機との間の、２つの変速経路は、このように異なる条件を満たすために、同
時に交互に付加的におよび／または差別的に作動される。このタイプの配置が本発明の残
りの特徴のそれぞれにさえ都合がよいことは、明らかである。
【００１０】
したがって、後退用ギア、第１ギアおよび／またはオーバードライブが、２つの変速経路
の第２の経路に提供される場合、都合がよい可能性がある。これらの状況のため、無段変
速機は、制限された方法かつ比較的大きい出費によってのみ使用可能であり、および／ま
たは、特にオーバードライブ、すなわち、高速および低トルクにおいて、大きい損失を受
けさせられる。
少なくとも１つのフリーホイールが２つの変速経路の間で提供される場合、これらの変速
経路は、複合の切替の出費なしでおよび／または複合の切替および調整技術なしで共に導
かれることができる。
【００１１】
累積的におよび／または代替的に、連続的に可変の部分的な変速装置からなる変速機にお
いて、後者は、差動ギア部分または遊星ギア部分のような２つの電力分割器の間に位置す
ることができ、連続的に可変の部分的な変速機の少なくとも１つのインプットは、インプ
ット側の電力分割器の少なくとも１つのアウトプットに機械的に結合され、連続的に可変
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の部分的な変速機の少なくとも１つのアウトプットは、アウトプット側の電力分割器の少
なくとも１つのインプットに機械的に結合されている。このタイプの配置を通じて、トル
ク変速機は、実行されることができるので、それは拡大されることができ、および／また
は、無段部分変速の調整範囲が拡張されることができる。このことは、２つの電力分割器
が自然に損失に至るので、現行の知識に従って効率を犠牲にして起こることである。しか
しながら、このタイプの配置は、連続変速機のための用途の幅の有意な増加を許容する。
さらに、無段部分変速で処理されなければならないトルクはしたがって、損失が適切な実
施で制限内に保たれるように減少することができる。なぜなら、無段変速機の低いトルク
は、特にそれがコーン形の摩擦リング変速機である場合、より低い損失に導き、そこで電
力分割器における損失を対応して減少することができるからである。
累積的におよび／または代替的に、少なくとも１つの前進用ギアと少なくとも１つの後退
用ギアとを備え、独立して連続変速機が存在する変速機において、この前進用ギアとこの
後退用ギアとを実行する差動ギアが提供されることができ、差動ギア部分の少なくとも１
つのアセンブリは、ハウジング、および／または、差動ギア部分の他のアセンブリで交互
に固定されることが可能である。このように、差動ギアの差動アセンブリがインプットと
して使用されるように、前進用ギアおよび後退用ギアを有する変速機は、非常にコンパク
トに実現されることができる。差動装置の中央アセンブリがそれから第２の差動アセンブ
リに結合される場合、１つの回転方向が実行される。対照的に、第２の差動アセンブリお
よび／または差動装置の中央アセンブリがハウジングに結合され、このように固定された
場合、固定されていない他のアセンブリは、上述したギア反転が実行されるその回転方向
を変える。このような方法で、前進用ギアおよび後退用ギアを有する変速機は、特にコン
パクトに実現されることができる。
【００１２】
加えて、累積的におよび／または代替的に、切替ギア部分を経た変速経路に交互に切替え
られることができる少なくとも２つの変速段階を備える変速機が提案され、２つの変速段
階の第１の段階は、無段部分変速を有する。このタイプの配置は、最初はシステムに反す
るように見える。なぜなら、連続変速はいかなるタイプもの切替を省くことが可能である
ために備えられるからである。しかしながら、このタイプの配置は、その利点が実際に優
れている場合にのみ、連続変速を許容する。例えば、比較的高いトルクは運転開始の間し
ばしば発生する、そして有意に連続変速を供給し、および／または、連続変速機の極端に
大きい設計を必要とする。したがって、例えば別々に第１ギアを実行し、運転開始の後、
無段部分変速を結合するだけであることは都合がよい。この場合、無段部分変速は、２つ
の変速段階の一方から他方への切替手順の前に、第２の変速段階の速度は、第１の変速段
階の速度へと無段変速機によって適応するような方法で特に必要な大きさにされるので、
第１の変速段階から第２の変速段階まで、および／または、第２の変速段階から第１の変
速段階までの移行は、本質的に連続的に発生することができる。このように、連続無段変
速機の利点は、運転開始の間、例えば起こることができるので、不利な点を受け入れる必
要なく最適に利用されることができる。
これはまた、本質的に一定のアウトプットを有する、および／または、本質的に一定のト
ルクを有する状況において、速度変更はモータの速度変更により実行されることができる
ので、無段部分変速は本質的に不可欠ではないということはあてはまる。このタイプの作
動状況において、無段部分変速は、結合された変速段階によって避けられる典型的に高い
損失－例えばスリップにより生じる－を有する。切替はまたこの場合、運転の時点で実行
されることが可能である。ここで、このタイプの段階変更は、自動車乗員に目立たないか
またはわずかに目立つだけである。特に、無段変速機はこの目的のために適切な作動状況
に導かれることができる。例えば、フリーホイール経由でのこのタイプの変速段階の係合
および／または分離も考えられる。
【００１３】
加えて、無段部分変速からなる変速段階に加えて係合されることができる変速段階は、例
えば前進用ギアと後退用ギアとの間、および、運転開始ギアを切り替えるために使用され
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る差動ギア要素を備えることができる。特にこのタイプの実施例において、前進と後退用
ギアとの間で切り替えをするために必要である差動ギア要素のアセンブリが摩擦クラッチ
を経て固定する場合、可能な限りの最も細かくかつ均一である切替が実行されることがで
きるということは都合がよい。
切替ギア部分を経て変速経路に交互に切替えられる２つの変速段階を有する変速機におい
て、２つの変速段階の第１の段階は、無段部分変速を備え、切替ギア部分は、無段部分変
速をトリロクコンバータ、または、モータアウトプットシャフトに直接結合した他のアセ
ンブリのポンプホイールに連結することができ、そして、第２の変速段階は、トリロクコ
ンバータのタービンホイール、または、他の接続可能なモータアウトプットアセンブリに
連結することができる。このように、特に通常の動作状態においてモータアウトプットは
、無段部分変速に直接伝導されることができる。その一方で、特に運転開始手順の間、高
トルクが第２の変速段階に伝達されることができるので、それは無段部分変速に関連して
外される。これは特に、トルク・オーバーロードが自然に発生し、別途有意に無段部分変
速を供給するトリロクコンバータのタービンホイールとの相互作用において特にあてはま
る。
【００１４】
特に電動モータと結合して、同軸的に配置された駆動およびアウトプットを有する無段部
分変速は、このタイプの配置において、ハウジングに作用しているトルクが特にコンパク
トな方法で最小化されることができるので、本発明による変速機の残りの特徴から独立し
てさえも都合がよい。好ましくは、差動ギア部分は、連続変速のアウトプットにより駆動
される同軸のアウトプットにおいて提供される。連続変速機のアウトプットは特に自動車
で、いずれにしろ提供されなければならない差動ギアのさらなる中間段階なしで作用する
ので、この配置は特にコンパクトである。さらに、歯車または他の変速機は、同軸駆動お
よびアウトプットを提供するためにいずれにしろ一般的に必要とされるので、差動ギア部
分のために追加部品が必要にならない。上記した配置は、特に電動モータ駆動と関連して
適切である。その配置は、電動モータの速度が結局のところほとんど任意に調整可能であ
るので、最初は無段変速機に電動モータを結合するシステムに反するように見える。しか
しながら、無段変速機は、電機モータに好ましいトルク／電流強度比率を有する速度での
作動を許容する。このように、対応する動力伝達系路の総合効率は上昇することができ、
および／または、特に低速度での電流の必要量は減少させることができる。
本発明の変速機であるが異なる無段変速機もまた、例えば運転開始クラッチ、コンバータ
、摩擦ディスク、油圧クラッチおよび／または同期のような解放点において駆動またはア
ウトプット側で機械的に結合されることができる。本質的に無段変速機に反するこの配置
は、連続変速および／または駆動が運転開始手順で手入れされるので耐用年数が延長され
るという利点を有する。アウトプット側に提供された始動クラッチおよび／または解放点
は、このタイプの配置において、停止調整は動いているモータで可能であるので、特に都
合がよい。加えて、始動クラッチおよび／または駆動側上の解放点は、必要な場合、他の
変速要素に接続を与える。
【００１５】
２つの部分変速機のアウトプットは、続く変速経路の駆動において好ましくは係合し、部
分変速機はこのように再び好ましくは共に導かれる。続く変速経路のこの駆動が、主な差
動装置、すなわち、被駆動自動車軸の２つのホイールを結合し、かつ、駆動する差動装置
である場合、変速機は特にコンパクトに作られる。このタイプのコンパクトな構造は、コ
ストが減少することができるようなより少ない部品数に反映される。加えて、このタイプ
のコンパクトな構造は、自動車のための総コストがさらに減少することができるようなよ
り小さい全体量に結びつく。
具体的な実施次第で、２つの部分変速機のうちの１つが後退用ギアを備え、場合により第
１速ギアを有し、一方で第２の部分変速機が無段変速機、特にコーン形の摩擦リング変速
機を有する場合、都合がよい可能性がある。特にこれらの部分変速機の第１の変速機が独
立した第１速ギアをなしにする場合、これは、上述の利点を有する特にコンパクトな構造
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に結びつく。
【００１６】
２つの部分変速機は、好ましくは各々係合され、および／または、分離されることができ
る。これは、特にクラッチを経て特定な部分変速経路を中断することによって実行される
ことができる。まず得られた近似の結果において、この中断がどの点で実行されるかは、
この用途においては役に立たない；駆動側、および、アウトプット側の両方において、こ
の解放以降に配置された変速要素は、それ以上無負荷で進行することができないので、２
つの部分変速経路は、２つのクラッチを各々備える必要がない。しかしながら、フリーホ
イールの変速要素を原因として生じる損失を避けるため、多数のクラッチが部分変速経路
において提供されることができる。しかし後者は、代わりにコストに関して効果を有する
部品数および必要な取付けスペースを増加させる。
並列の部分変速機を有するこのタイプの連続変速機の構造が、本発明の残りの特徴に独立
してさえ都合がよいことは明らかである。これは、連続変速機としてコーン形の摩擦リン
グ変速機と関連して特にあてはまる。なぜなら、このような方法でコーン形の摩擦リング
変速機によって生じる回転方向反転の利点は、コンパクトに他の部分変速機によって、非
常に効果的に実行することができるからである。
【００１７】
コンパクトな構造に関して、無段変速機、特にコーン形の摩擦リング変速機において、無
段変速機を備えている変速経路を係合しておよび／または分離するために使用され、無段
変速機要素の内部の１つ、例えば、特定の無段変速機のコーン内部に備えられるクラッチ
要素が、さらに提案される。無段変速機において、比較的大きい相互作用表面が本質的な
変速要素に提供されなければならないので、対応する変動性が保証されることができる。
これらの大きい相互作用表面を備える変速要素内のこのタイプのクラッチ要素の配置を通
じて、これらの変速要素内部の他の未使用の全体的なスペースを使用することができるの
で、本質的な全体のスペースを節約することができる。このタイプのクラッチ要素の配置
が無段変速機の本発明の残りの特徴から独立してさえ対応する利点を示すことは、明らか
である。
加えて、２つの変速要素間に十分な相互作用力を提供するため、圧力装置を経て互いにそ
れらを支えることは、異なる軸において回転している２つの変速要素を有する変速機にお
いて、しばしば必要である。圧力が、トルク伝達機能として場合により選ばれるというこ
とはまた、とりわけそれらが摩擦で相互作用する場合、無段変速機に特にあてはまる。
このタイプの配置において、閉鎖によって第３の変速要素に２つの変速要素を開く、およ
び／または、係合することにより、第３の変速要素からこれらの２つの変速要素を分離す
るクラッチ部を交互に提供するので、特定の変速経路が変速機全体に交互に係合できるこ
とは、本発明の残りの特徴から独立して都合がよい可能性がある。このタイプの配置にお
いて、クラッチ要素を閉じるのに必要な力は、好ましくは圧力装置によって適用される。
したがって、クラッチ要素が圧力の経路に置かれる場合、都合がよい。
【００１８】
このタイプの配置において、適切な点で圧力を補うためのクラッチの開放は十分なので、
圧力は対応するクラッチをもはや供給しない。このような方法で対応するクラッチは開き
、そして、２つの変速要素はしたがって分離される。特に圧力装置がトルクの機能として
作動する場合、開いたクラッチを原因としてトルクが伝達されないので、直接圧力減少に
結びつく。このように、開くために適用される力は、本質的な程度を直接減少させる。加
えて、圧力の縮小もまた、おそらくまだフリーホイールで走っている変速要素によって生
じるかもしれない損失の縮小を生じさせる。クラッチを閉じるためには、対応する反対の
力を単に減少させるだけであるので、圧力装置は再び使える状態にある。したがって、ク
ラッチを閉じるのに追加のアセンブリは必要でない。
さらに累積的におよび／または代替的に、残りの変速機と直列にアウトプットの後ろで提
供される後退用ギアを有する無段変速機、特に、コーン形の摩擦リング変速機が提案され
る。このタイプの配置は、変速機が一定の回転方向を使用して作動され、起動に関してお
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よび／または摩擦リングの調整に関して無段変速機のために都合がよい可能性のある利点
を有する。加えてこの配置も、後退用ギアの連続的に変化を許容する。
【００１９】
後退用ギアの配置に関して、「直列に」、「前に」、および／または「後に」という用語
は、連続変速機を備える動力伝達系路の力の流動に関する。したがって、本発明では、後
退用ギアはモータから離れて動力伝達系路に面する無段変速機の側部において直列に提供
される。
後退用ギアは、遊星ギアの少なくとも１つの変速要素を取り付け、かつ、ハウジングおよ
び／または回転変速要素を交互に固定する少なくとも１つの回転ギア・マウントを有する
遊星ギアを好ましくは含む。このタイプの配置によると、後退用ギアは、― 必要に応じ
て ―対応して回転変速要素を交互に固定することによって、 駆動の回転の間でさえ、す
なわち、コーン形の摩擦リング駆動および／または無段変速機の回転の間でさえ切替えら
れるように提供される。このタイプの固定は、適切なクラッチおよび／または同期によっ
て適切に慎重に実行されることが可能である。このタイプの転換能力は、回転用状況にお
いて変化するその速度伝達比を有するのみでよいコーン形の摩擦リング変速機の条件に合
わせて特に調整される。
【００２０】
後退用ギアは、遊星歯車を有する遊星ギア、太陽歯車、および、第１の変速要素が無段変
速機のアウトプットに機械的に結合され、かつ、第２の変速機要素が無段変速機および後
退用ギアでできている全体の配置のアウトプットに機械的に結合される外付けホイールを
特に備えることができる。一方で、第３の変速要素は、ハウジングに関連する自由度に関
して少なくとも固定されることができる。
遊星ギアは、変速要素のうちの１つ－外付けホイール、太陽歯車、遊星歯車、（後者はそ
れらの内在する回転能力を都合よく維持している）－が固定される場合、有利な性質を有
する。そして、特定の他の変速要素は、さらに回転することができ、そこから生じる速度
伝達比に従って互いに相互に作用する。特に、変速要素の対応する固定、とりわけ自由度
に関する固定によって、残りの２つの変速要素間の相対速度の大幅な変更が生じるので、
相対速度のこの変更は、後退用ギアを制御するために使用されることができる。
遊星歯車が第３の変速要素である場合、後者は特に保証される。遊星歯車が遊星ギアにお
ける対応する太陽歯車の周りで、それらの回転自由度において固定される場合、方向にお
ける逆回りは、外付けホイールと太陽歯車との間で直ちに発生して、対応する後退用ギア
が実行される。そして、特定の前進用ギアが対応して動いている遊星歯車によって実行さ
れる場合、変速比は、－必要な場合－遊星ギアを通じて適切な方法で選ばれることが可能
である。
【００２１】
無段変速機、および／または、特にコーン形の摩擦リング変速機および後退用ギアで作成
される全体の配置は、第１の変速要素がコーン形の摩擦リング変速機のアウトプットコー
ンと共にピニオン回転により駆動される場合、特にコンパクトに造られる。このタイプの
配置は、コーン形の摩擦リング変速機と後退用ギアとの間で即座かつ直接的な力、および
／または、トルクの流動を保証するので、全体の配置は、極めてコンパクトに造ることが
できる。したがって現代の自動車に対して極めてコスト対効果が高い。
後者の条件に関して、第２の変速要素が回転し、差動装置の回転マウントに結合する場合
、累積的におよび／または代替的に有利である可能性がある。特に自動車の使用と関連し
て、主な差動装置はしたがって都合よく使用されことができ、その結果、後退用ギアが直
にかつ直接差動装置に組み込まれ、後退用ギアの駆動側実施例とは独立して、特にコーン
形の摩擦リング変速機と関連してコンパクトな構造が生じる。
特に通常運転に関して、第１および第２の変速要素が互いに固定することができる場合、
有利である。後退用ギアに関する切替処理の具体的な実施例に従うと、このタイプの調整
はまた、遊星ギアの所望の作動状況を固定するために他の方法が都合よく使用されること
ができる。第１および第２の変速要素は互いを固定することができるので、遊星ギアを経
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た直接の力の流動が保証される、その結果、この作動状況において、遊星ギアは本質的に
損失なしで作動する、そして、特に前進のギアに関して、全体の配置は極めて高い効率で
作動する。第３の変速機および２つの第１の変速要素の交互の固定は、好ましくは適切に
連結されるので、遊星ギアが各々の状況において確実に回転する。この点に関しては、第
１および第２の変速要素が外付けホイールおよび遊星ギアの太陽歯車によってそれぞれ形
成され、第３の変速機要素が遊星歯車により形成される場合、変速要素間の必要な相互作
用は、このように、非常に単純にそしてコンパクトに実現されることができるので特に有
利である。このことは、第２の変速要素が差動装置の回転マウントに直接結合、および／
または、それとともに一体の部分で実行され、および／または、第１の変速要素がアウト
プットコーンで動いているピニオンにより直接駆動される場合、特にあてはまる。このタ
イプの実施例において、全体の配置、特に、補完的な自動車クラスにおける高部分数およ
び変化のため、その全てが同方向の駆動によって実行される典型的な自動車駆動における
配置は、極めてコンパクトになり、したがって、極めて小さい車両において使用可能でさ
えあるコスト効率が高い変速機になる。
【００２２】
摩擦ロックまたは明確な接続のような、非常に異なる固定のタイプは、自由度に関するハ
ウジングに関連して例えば、回転変速機マウント、および／または、遊星歯車、または、
第３の変速要素を固定するために都合よく適用されることができる。滑らかな移行を許容
し、かつ、 ― 具体的な実施例に従うと ― 回転の間、後退用ギアのスイッチを入れるこ
とさえも許容する摩擦ロック接続が特に都合がよいことが示された。しかしながら、後者
が、比較的高い力および摩擦損失を生じるため、すべての用途のために有利であるという
わけではないので、モータとコーン形の摩擦リング変速機との間の始動クラッチは、この
タイプの場合特に都合がよい可能性がある。具体的な用途に従うと、周知の変速機と関連
して概して典型的であるので、クラッチ、傾斜ブレーキ、同期および類似した配置は固定
のために適切である可能性がある。
このタイプの後退用ギアの配置がまた、変速機に対応する上記の利点を提供するため、本
発明の特徴に累積的におよび／または代替的に有利であることは、明らかである。コンパ
クトさの程度、および、その理由からの使用されるアセンブリの数、および／または、そ
こから生じているコスト削減、および／または、モータの回転方向は、この場合最前面に
おいて際立っている。
【００２３】
低い損失で確実により高いトルクを伝達することができる無段変速機を提供するため、こ
のタイプの変速機が上述の特徴に対し、累積的におよび／または代替的に、平行に変速経
路に置かれる少なくとも２つの無段部分変速を有して提供されるように提案される。この
２つの無段部分変速は、インプットおよび／またはアウトプット要素において加重ギアを
経て切替えられる。
加重ギア、また重ね合せギアと呼ばれているギアの使用は、関連技術で必要であった、部
分変速機の変速要素のうちの１つのための同一の速度および／または正確に固定された速
度を必要としないという利点を有する。むしろ両方の部分変速機は、それらの自身の速度
に依存する貢献を加重ギアの結果として生じる速度に供給する。本発明の配置は、したが
って部分変速機の起動、さらに別個の調整の両方を許容し、ゆえに、２つの無段部分変速
への無段変速機の分解から生じる、例えば２つの部分変速機上へトルクを分けるような利
点を強制速度から生じる摩擦損失または、このために増加する調整コストのような不利な
点を受け入れずに使用する。
非対称であり、そのため本質的に自由である加重ギアを経た２つの部分変速機の切替はし
たがって、特に効率に関して、そして、コントローラ上の条件に関して、遊星ギアの遊星
歯車の連結により強制されているように、対称の場合には可能でないような変速機の概念
および／または使用法に関する意外な方法において利点を生じる。
【００２４】
本発明の加重ギアの典型的見本は、例えば、３つのギア部品（遊星歯車、太陽歯車、外付
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けホイール）のうちの２つは２つの部分変速機に連結され、第３ギア部品はアウトプット
および／または駆動として使用され、遊星歯車は、ギア部品、および／または、２つの部
分変速機が差動装置の差動要素のうちの１つに各々結合された差動装置として共に使用さ
れている遊星ギアである。
２つの無段部分変速は、加重ギアから離れて面する側部上の共有された変速要素を有する
ことができる。例えば、これは共有されたインプットシャフトまたは共有されたアウトプ
ット軸であってもよい。これはまた、特に両方の部分変速機によって共に使用される２つ
の無段変速機の直接の変速要素であってもよい。コーン形の摩擦リング変速機のこの用途
のために、例えば、コーンのうちの１つが共有された変速要素として提案される。このタ
イプの実施例を通じて、対応する変速機の要素の総数が２倍の使用により最小化されるこ
とができるので、このタイプの変速機は、比較的コンパクトに、かつ、コスト的に効率よ
く造られる。
【００２５】
現在の文脈において、「加重ギアから離れて面する側部」という用語は、変速機を通じた
力の流動により定義される変速経路における方向を表現し、幾何学的および／または空間
関係と絶対的に一致する必要はない。
様々な無段変速機は、インプットおよびアウトプットシャフト、入出力コーンまたは類似
した回転対称ボティのような必須のアセンブリが配置され、このように変速面を定義する
主な変速面を有する。２つの部分変速機の２つの主な変速面が互いに並列して配置される
場合、本発明の変速機は特にコンパクトに造られる。２つの部分変速面が同一の場合、特
に平坦な構造が達成される。このように実施される本発明の変速機は、極めて平坦に造ら
れて、さらに比較的大きいトルクにさえ対処することができる。とりわけ、このタイプの
変速機は、例えば荷重表面の下での取付けのためその全体のスペースに関して特によく設
計され、さらに、何よりも現代のディーゼルエンジンの高トルクに対処することができる
ので、特にディーゼルエンジンを有する小さいトラックに適切である。
【００２６】
加えて、切替ギアおよび／または後退用ギアのようなさらなる調整可能な部分変速は、無
段部分変速と加重ギアとの少なくとも１つの間で提供されることができる。このタイプの
配置を通じて、特に連続前方及び後方の駆動の可能性のある非常に幅広い駆動挙動を有す
る変速機が実行されることができる。特に、アウトプットがトルクなしで止まるような方
法で、駆動動作においてでさえこのタイプの変速機をフィードバックすることが可能であ
る。
たとえ本発明が関連技術による変速機に関して全体の変速効率をかなり増加させても、無
段変速機は、始動手順後またはハイウェイやフリーウエイ上におけるような、特に比較的
一定の運転条件のもとで比較的高い損失を見せる。このタイプの損失を避けるため、特に
無段変速機が不可欠ではない運転条件の下で、無段変速機の少なくとも１つが回避される
ことができる場合は有利である。このように、例えば上述の運転条件の下において、その
比較的高い損失を有する無段部分変速は回避されるので、これらの運転条件の下における
効率が増加する。このタイプの２つの無段変速機の使用が本発明の残りの特徴から独立し
てさえも有利でさえあることは、明らかである。
【００２７】
本発明のさらなる利点、目的および性質は、添付の図面に続く記載に基づいて説明される
。そこにおいて、典型的な変速機は例示される。

図１から３において図示された変速機は、被同期切替ギア３を経て動力伝達系路に交互に
切替えられることができる本質的に２つの変速段階１、２からなる。
この場合、第１の変速段階１は、コーン５を囲む一方で摩擦リング７が動くコーン４と５
との間に、隙間６が残るように対向して位置する２つのコーン４、５を有するコーン形の
摩擦リング変速機を有する。その結果、このコーン形の摩擦リング変速機がトルクを伝達
し、コーン４は、変圧を適用する一方で支柱ベアリング９と１０との間で２つのコーン４
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および５を支える圧力装置８を含む。
特に図１および４から明らかであるように、コーン４は、動作表面１２に加えて、その間
で圧力装置８が作動する支柱要素１１を有し、圧力装置８は、動作表面１２に関して軸方
向に締結要素１１を移動させることが可能であるので、支柱要素１１は、支柱ベアリング
９に支持され、そしてさらに、摩擦リング７に対して動作表面１２を押圧する。この圧力
は、第２のコーン４および補完的な支柱ベアリング１０によって対処される。
詳細には、圧力装置８は２つの円板ばね１３、１４を含み、同様に、２つの圧力要素１５
、１６、および、圧力要素の間に位置する２つのローラ要素１７を含む。図２からすぐに
明らかであるように、円板ばね１３、１４および圧力要素１５、１６は、圧力に関して連
続に配置されるので、より正確で再生可能な圧力の設定に導く、関連技術におけるよりも
かなり大きい移動作用がトルク変更の場合には圧力要素１５に残される。加えて円板ばね
１３は、動作表面１２および／または圧力要素１５を有するアセンブリの対応する突起に
係合する放射型凹部１８、１９を有する。このように、円板ばね１３は、動作表面１２お
よび圧力要素１５を有するアセンブリ間にトルクを伝達し、それを通じて圧力要素１５は
、動作表面１５［訳注］＊２を備えたアセンブリに関して、トルク装着摺動運動から外さ
れる。このことは、同様に結果として生じるトルク依存の圧力のより高い再現性につなが
る。回転体１７は、この例示的な実施例において可変の深さを有する特定の圧力要素１５
、１６の経路で動作する。このように、圧力要素間のトルク依存距離が実行され、圧力要
素１５、１６がトルクの発生によって外周周辺で移動する場合、回転体１７は、結果とし
て生じる圧力の高い再現性を保証する。上述の特徴が生じる圧力の再現性を互いに独立し
て都合よく保証することは、明らかである。
【００２８】
加えて、ボール１７の代わりに、ローラおよび／または圧力要素上に静止して固定された
回転体のような他の回転体が使用することができることは、明らかである。さらに、駆動
コーン５におけるこのタイプの圧力装置を提供することもまた考えられる。
機械配置の代わりに、しかしながら、別の実施例で、流体力学的または流体静力学的な軸
のベアリングのような、トルク依存圧力を実行するために測定されたトルクに基づいて起
動する動力付アクチュエータもまた圧力装置に備えることができる。
加えて、圧力要素１５、１６の移動、および／または、動作表面１２および外周周辺に存
在する支柱要素１１からなる部品の移動、または例えば、支柱ベアリング９、１０上の軸
方向の力のみが発生しているトルクを決定するために使用されることができることは、明
らかである。
図１から５における例示的な実施例ではさらに、無段コーン摩擦リング変速機２に関して
駆動側にトリロクコンバータとして実行される始動クラッチを含む。このため、コーン形
の摩擦リング変速機１からなる変速段階は、切替ギア３、および／または、駆動歯車３５
、および被同期歯車３４を経由して直接トリロクコンバータ２０のポンプホイール２１に
接続可能であり、始動は、トリロクコンバータのタービンホイール２２を経て、および、
差動装置ギア部２３を経て実行されることが可能である。後の差動装置ギア部２３の差動
装置側部２４は、第２の差動装置側部２５がこの変速段階のアウトプットから使用され、
歯車２６を経由して結合される一方で、タービンホイール２２、および、変速機全体にお
けるアウトプットピニオン３３からなるメイン・アウトプットシャフト２８の歯車２７に
しっかりと結合され、歯車２７もまた、コーン形の摩擦リング部分変速機１のアウトプッ
ト２９と係合している。
【００２９】
アウトプットピニオン３３は、例えば自動車の主差動装置と係合することができる。差動
装置ギア部２３は、交互にハウジング３２上に、またはアウトプット２５上に差動装置ギ
ア部２３のメインインプットを固定する２つの摩擦クラッチ３０、３１を備える。このよ
うに一見して明らかであるように、アウトプットの回転方向は変更されてもよく、それに
より他に何もしなくとも前進用および後退用ギアは実行されることができる。クラッチ３
０、３１が開いている場合、差動装置およびタービンホイール２２も惰性で走るので、コ
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ーン形の摩擦リング変速機が、アウトプットの連結にかかわらず使用されることができる
。
この配置は、始動のためにおよび／または後退用ギアにおいて利点を有し、トリロクコン
バータ２０の利点が使用されることができる。加えて、前進及び後進ギアは、差動装置２
３により極めてコンパクトな方法で実行される。さらに、スイッチ３によって、大きなア
ウトプット損失、および、通常運転におけるスリップを通じた過剰なトルクの増加を引き
起こすトリロクコンバータ２０の不都合は、タービンホイール２２はスイッチ３により短
絡され、コーン形の摩擦リング部分変速機１はポンプホイール２１を直接経由して駆動さ
れるので、避けることができる。２つの変速段階１および２のアウトプット側の連結は、
コーン形の摩擦リング部分変速機１がその変速比に関して、２つの変速段階１および２も
またインプット側にほとんど同期するように２つの変速段階１と２との間の切替手順の前
に設定されるのを許容する。残りの同期は、切替ギア３自体によって実行され、トリロク
コンバータ２０はまた、サポートとして作用することが可能である。
【００３０】
図６に示される変速機配置において、２つの回転し、かつ対向する同軸的に配置されたコ
ーン９１、９２もまた、コーン９１、９２のマンテル面の間に残る隙間に沿って移動する
ことができる摩擦リング９３を経て互いに機械的に結合されるので、異なる変速比が実行
されることができる。この構成では、駆動コーン９１およびアウトプットコーン９２は、
自動車の主差動装置９７とピニオン９６を経由して交替で係合する主アウトプットシャフ
ト９５上へ同期９４を経由してスイッチで切替可能である。この配置において、駆動コー
ン９１およびアウトプットコーン９２は、同一数の回転方向反転で主アウトプットシャフ
ト軸９５に結合される。その結果、回転方向反転は同期９４によって直ちに保証される。
この配置は、前進及び後進ギアの最小数のアセンブリでの実行を、したがって極めてコス
ト効率が高い方法で許容する。回転方向反転は、この場合、歯車または回転ベルトの係合
により、コーン９１、９２のうちの１つのみと同期９４と間で交互に生じることができる
ので、第１速ギアまたはオーバードライブもまた、必要に応じてこの配置を通じてコスト
的に効率よく表されることができる。駆動の回転方向に依存して、ピニオン９１ａおよび
／または９２ａおよびホイール９１ｂおよび９２ｂは、ベルト配置を経由して結合、また
は、直接係合されることができる。加えて、ピニオン９６と主差動装置９７との間で回転
方向を逆転させる歯車を備えることは考えられる。
【００３１】
同期は好ましくは休止設定および／または中央位置を備えるので、コーン９１、９２は惰
性で走ることができる。このように、車両が止められる場合でさえ、摩擦リング９３およ
び／または他の結合要素は調整されることができる。
図６に示された配置は、コスト効率が高い方法で前進及び後進ギアを提供するため、コー
ン形の摩擦リング変速機の回転方向反転を特に使用する。これはしたがって、回転方向を
逆転させる他の全ての無段変速機に適切である。
加えて、図１から５における配置のように、図６に示された配置は、トルクがコーン形の
摩擦リング変速機９１、９２、９３の周辺に伝導されることができるのを使用してアウト
プット側と駆動側との両方の上に変速要素を有する。
図７に示される動力伝達系路もまた、図１から５における例示的な実施例に記載のように
、駆動側上の電力分割器４１、および、アウトプット側上の電力分割器４２に割り当てら
れる無段部分変速としてのコーン形の摩擦リング変速機４０を備える。この場合、第１速
ギア４３は、すでに記載されたように、駆動側上で同期した電力分割器４１および４２を
経由してコーン形の摩擦リング変速機４０と並行して結合され、摩擦クラッチ４４、４５
を経由して、駆動４６とアウトプット４７との間で動力伝達系路に交互に切替えられるこ
とが可能である。
【００３２】
図８において例示的に示された実施例は、特にコーン形の摩擦リング変速機において、連
続変速機で両方の側面上での同軸アウトプットを都合よく実行する、駆動およびアウトプ
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ットの同軸配置を示す。この配置は、比較的低いハウジング負荷となり、極めてコンパク
トに造られ、アウトプットシャフト５０は好ましくは ―  特にこの例示的な実施例にお
いて ― コーン形の摩擦リング変速機５２の駆動コーン５１を貫通している。この配置は
、また他のタイプの連続変速機において、特に電動モータとの結合において都合がよく、
アウトプットシャフトはまた、後者の場合において電動モータの電機子軸を通じて貫通す
ることが可能である。
モータ（図示せず）は、したがって駆動５３経由で駆動し、この例示的な実施例において
、駆動コーン５１は、交替でアウトプットコーン５５に作用する。このコーンは、アウト
プットシャフト５０に設置されたアウトプットホイール５７にピニオン５６経由で機械的
に結合される。
【００３３】
ハウジング６０が電動モータのハウジング６１に配置される図９に示された変速機は、類
似した構造を有する。例示的な実施例においても同様に、電機子軸５３は空洞として実行
され、アウトプットシャフト５０により貫通される。アウトプットピニオン５６は、しか
しながら、２つの部分の駆動軸５０に交替で結合される差動装置５９の駆動輪５８によっ
て係合する。歯車は、とにかくこの点で提供されなければならないので、この配置は極め
てコンパクトに造られる。加えて、この配置はモータと連続変速機との間での補足として
、トルク削減のための遊星ギア６２を有するので、無段変速機はオーバーロードしない。
図１０に示されるコーン形の摩擦リング配置８０は、図７、８および９における配置と結
合して特に適用され、極めてコンパクトに、後退用ギアを実行する。この変速機８０は、
リング８３経由で互いに相互作用する２つのコーン８１および８２を含む。コーン８２は
、通常のコーン領域（Ｄ）に加えて、変速機ハウジング８６において交替で取り付けられ
るように固定され、かつ、その内部はコーン８２のコーン形の軸８７上で回転する遊星歯
車８５の周囲を回転するコーンリング８４により、この例示的な実施例において実行され
る反対方向において回転している領域（Ｒ）を有する。このように、コーンリング８４は
、コーン８２の残りの部分に対向して回転する。さらに、コーン８２は、リング８８を含
むニュートラル領域（Ｎ）を有し、交替でコーン軸８７に載置されるので、自由に回転す
る。
【００３４】
この構成において、摩擦リング８３は、コーン８２の主領域（Ｄ）から、ニュートラルの
領域（Ｎ）に最初に移動することができ、コーンリング８８は、メインコーン８２および
摩擦リング８３によって予め設定される回転にそれ自体を適応させる。摩擦リング８３が
逆の領域（Ｒ）に向かう方向にさらに移動する場合、主領域（Ｄ）から離れるので、ニュ
ートラルの領域（Ｎ）の回転方向は、後退用リング８４の回転方向に適応されることがで
きる。このように、後退用ギアは極めてコンパクトに実現される。
力および／または速度の分割機および／または加算器４１または４２が最適に切替えられ
、変速比が最適に選ばれる場合、コーン形の摩擦リング変速機４０および回転軸４３が回
転しても、アウトプットシャフト４７の停止が実行されるので、このタイプの後退用ギア
８０、および／または、周知の方法で実行される回転方向反転のための配置さえも、図７
において例示的に示した実施例では特に都合がよい可能性がある。このように、車両にお
けるすべての運転状況、すなわち、後進、前進および停止は、移行およびさらなるクラッ
チなしで実行される。そして、クラッチまたはさらなる変速段階が、満載状態または連続
的な負荷動作のような追加的な運転状況に提供されることが確かにまだ可能である。
本質的に図１から５における配置と対応していて、繰返しの説明は省かれている図１１か
ら１８に示される配置において、被同期切替ギア１２３および／またはコーン形のクラッ
チ１３４経由で動力伝達系路に交互に切替えることができる２つの変速経路１０１、１０
２は、提供される。この場合、第１の変速経路１０１はまた、コーン１０５を囲む一方、
摩擦リング１０７が動くコーン１０４、１０５の間に隙間６が残るように対向して配置さ
れた２つのコーン１０４、１０５を有するコーン形の摩擦リング変速機を有する。このコ
ーン形の摩擦リング変速機がトルクを伝達することができるように、コーン１０４は、可
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変圧が適用される一方で、本質的に公知のおよび／または上記に記載の方法において２つ
のコーン１０４および１０５を支柱ベアリング１０９、１１０の間で支える圧力装置１０
８を備える。このため、圧力装置は、円板ばね１２０を経て、および、以下に説明される
ように、圧力装置１０８がトルクの機能として、拡大し、かつ、ベアリング１０９、１１
０に対してそれ自体を対応して支持し、トルクの機能である圧力は適用されて支えられる
２つの転動体１１７およびガイド本体１１８および１１９を有する。
【００３５】
特に図１１から明らかであるように、後退用ギアは、その変速経路１０２が主変速経路か
ら分岐することを用い、駆動輪１２４を含む。切替ホイール１２５は、主差動装置１１５
の外付けホイール１２７に交替で直接係合するピニオン１２６に被同期切替ギア１２３経
由で連結されることができる中間のホイール１３０および１３３を経て駆動される。全体
の配置は、極めてコンパクトに造られ、そして、駆動輪１２４が被同期切替ギア経由で駆
動軸１２１に接続可能であり、かつ、外付けホイール１２７と直接係合する場合、さらに
よりコンパクトに実現されることができる。
この後退用ギア１０２に加えて、配置は連続変速機１０１によって実行される前進用ギア
を含む。前進用ギアは、ピニオン１２９経由で外付けホイール１２７に、そして、したが
って後退用ギア１０２に連結され、クラッチ１３４を経て係合され、かつ、分離される。
一見して明らかであるように、部分変速経路１０１および１０２の特定の変速要素も、ギ
アが入っていない状況において惰性で走る。
【００３６】
上記で既に示されたように、圧力装置１０８は、クラッチ１３４と共に作用する。作動モ
ードは、図１５から１８に基づいて最もはっきりと参照されることができる。図１５およ
び１６に示されるように、圧力装置１０８は、伝達されたトルク機能として拡大すること
ができる。この場合、図１５は高いトルク、したがって高圧での配置を示し、図１６は低
圧での配置を示す。圧力は、トルクの機能として本質的に生成され、支持体１１９は、対
照物１５０を経て、および、アウトプットシャフト１５１を経て支柱ベアリング１０９上
にそれ自体を支持する。アウトプットピニオン１２９もまた、シャフト１５１上に設置さ
れる。加えて、シャフト１５１は、ニードル軸受１５２を経て中心にある本体１５３上放
射状に載置される。トルクは、歯１５４（図１８を参照）および１５５を経てアウトプッ
トコーン１０４から、アウトプットピニオン１２９まで伝達される。
圧力装置１０８において、これらのトルクがコーン１１７の移動を生じさせるので、圧力
は、図１５および１６において明らかであるように、所望の方法で変化することができる
。図１５から１８まで一見して明らかであるように、２つの本体１１９および１５０は、
コーン面１５６、１５７（図１８参照）経由で互いに対して押圧する。最後に、２つのコ
ーン面１５６、１５７は、圧力装置１０８によって閉じられる作動中のクラッチ１３４を
形成する。クラッチ１３４を開けるため、全体の配置は、その中でピストン１５９が動き
、油圧線１６０経由でそれに適用される圧力を有するハウジング上に固定されるシリンダ
１５８を有する。ピストン１５９は、軸のベアリング１６１および支持体１６２経由で支
持体１１９に載置される。ピストン１５９がそれに適用される圧力を有することができる
場合、圧力装置１０８の圧力から、クラッチ１３４の本体１５０を外す。クラッチ１３４
が開くと、トルクはもはや伝達されないので、圧力装置１０８は弛緩し、非常に軽微な圧
力のみがクラッチ１３４を開く、または、それを開いていておくために適用されなければ
ならない。クラッチ１３４が開いている場合、図１８において参照されるように、隙間１
６３はコーン面１５６、１５７の間に残る。ピストン１５９および油圧線１６０の代わり
に、本体１１９は外され、かつ、クラッチ１３４は開けられるような他の手段を備えるこ
とができることは、明らかである。クラッチ１３４を回避する一方、全体の変速機のハウ
ジングに支持されることができる本体１１９を用いたあらゆる手段は、特に適切である。
ピストン１５９も回転しないので、比較的コスト的に効率よく封止されるという点で、図
１５から１８に示された配置は、特に優れている。
【００３７】



(15) JP 4988198 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

配置は特に、クラッチを閉じるのに追加的な装置が必要でない利点を有する。加えて、閉
鎖力は、圧力装置がいずれにせよこの点に関しては対応して備えられるので、伝達される
トルクの機能であり、かつ、それと共に増大する。
図１９および２０に示される配置は、直列にそれとともに結合されるコーン形の摩擦リン
グ変速機２０１、および、後退用ギア２０２を各々備える。これらの例示的な実施例にお
いて、コーン形の摩擦リング変速機２０１は、本質的に全く同じに造られる、そして、各
々は、軸方向に平行して配置され、かつ、互いの方に向いていて、摩擦リング２０５が、
隙間２０５において置き換え可能であるインプットコーン２０３およびアウトプットコー
ン２０４を有するので、可変変速比は、摩擦リング２０５の位置の機能として設定される
。摩擦リング２０６は、アウトプットコーン２０４がアウトプットピニオン２０７を担持
する一方で、これらの例示的な実施例において駆動コーン２０３を囲む。コーン形の摩擦
リング変速機がまた、具体的な実施例に依存して、異なって実行されてもよいことは明ら
かである。
【００３８】
図１９の例示的な実施例において、アウトプットピニオン２０７は、遊星ギア２１０の太
陽歯車２０９を担持するアセンブリ２０８と直接係合する。図２０に示された配置もまた
、アウトプットピニオン２０７によって駆動される太陽歯車２１２を有する遊星ギア２１
１からなる。これは、太陽歯車２１２と共に回転するベルト２１３およびホイール２１４
経由で実行される。十分に信頼性が高い力伝達が連続的に保証されることができる周知の
ベルトおよび／またはチェーン配置のすべては、ベルト２１３として使用されてもよい。
遊星ギア２１０および２１１の両方は、一方の側面でそれぞれ特定の太陽歯車２０９およ
び２１２と係合し、他方の側面でそれぞれ特定の外付けホイール２１７および２１８と係
合する遊星歯車２１５および２１６をそれぞれ有する。
図１９の実施例において、外付けホイール２１７は、差動装置２２０の回転マウント２１
９に直接結合される。この構成では、遊星ギア２１０およびしたがって、後退用ギア２０
２が、そうして差動装置２２０上に直接位置する。この配置は、動力伝達系路における変
速要素の数が最小化されるので、この理由のために極めてコンパクトな構造および極めて
高い効率を有することが示された。コンパクトな構造のため、直接差動装置２２０に配置
される後退用ギア２０２が好都合であることは、本発明の残りの特徴から独立してさえも
明らかである。他の点では、このタイプの配置は、最小数の変速要素のみを必要として、
したがって、極めて高い効率を有するので、後退用ギアのインプットホイール、および、
後退用ギアのアウトプットホイールと直接係合するアウトプットピニオン２０７が差動装
置の回転マウントに直接結合される配置は、コーン形の摩擦リング変速機によって生じる
方向反転の理由で現行の自動車エンジンのために都合がよい。
【００３９】
対照的に、図２０の実施例において、外付けホイール２１８は、アウトプットホイール２
２１に結合されて、それとともに回転し、差動装置２２３の回転マウント２２２に交替で
係合する。これによって生じる方向反転は、ベルト配置２１３によって補われ、図２０の
例示的な実施例において後退用ギアは、中間軸２２４に、および／または周辺に配置され
る。中間軸２２４上の配置は、図２０の全体の配置がより柔軟にその空間配置を有するよ
うに実行されてもよいと図１９において提案された差動装置２２０への直接的な配置にお
いて、利点を有する。差動装置への直接的な近接した空間関係が第３のアセンブリによっ
て制限される環境のために、これは特に都合が良い。中間軸２２４上の後退用ギアの配置
が、－特に、それにより生じる回転方向変化のため－本発明の残りの特徴から独立してさ
え都合がよいということは、明らかである。後者は、反対の回転方向を有する異種モータ
と結合してコーン形の摩擦リング変速機が使用されることになっている場合、特にあては
まる。このタイプの場合には、ベルト配置２１３は省かれる、そして、ピニオン２０７は
カラー２１４によって係合する。さらにアウトプットコーン２０４が直接シャフト２２４
上に配置される場合、別々のアウトプットピニオン２０７およびベルト配置２１３が完全
に省かれるので、都合がよい。
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【００４０】
加えて、コーン形の摩擦リング変速機２０１から生じる駆動が、外付けホイール２１７お
よび／または２１８、および／または、太陽歯車２０９および／または２１２経由の代わ
りに後退用ギアの他の変速要素経由で発生することは、当業者にとって一見して明らかで
ある。後退用ギアのアウトプットもまた、外付けホイール２１７および／または２１８経
由で発生する必要はない。むしろ、太陽歯車および／または他の変速要素はまた、この目
的のために使用される。
図１９および２０で例示的に図示された実施例において「前進」および／または「後退」
状態を確実に保つため、遊星歯車２１５および／または２１６が取り付けられ、かつ、遊
星歯車と共に回転するこれらの例示的な実施例のマウント２２５および／または２２６に
おいて、一体に固定された変速要素を使用して、固定システムはいずれの場合においても
提供される。さらに固定システムは、特定の遊星ギア２１０および／または２１１の２つ
の変速要素の固定を互いに可能して提供される。この場合、図１９の例示的な実施例にお
いて、太陽歯車２０９および外付けホイール２１７は、互いに交互に固定され、図２０の
例示的な実施例において、遊星歯車２１６の外付けホイール２１８および回転マウント２
２６は、互いに交互に固定される。
【００４１】
クラッチ、傾斜ブレーキ、および／または、同期のような異なる固定システムは、ハウジ
ングにおよび／または互いに変速要素を固定するために使用されることができる。これら
のうちの３つは、例示的な図示された実施例において実施例として示され、そして、具体
的な条件に依存して、さらに何にでも交換されることが可能である。
図１９の例示的な図示された実施例において、遊星歯車２１５のマウント２２５は、遊星
歯車２１５のマウント２２５において交替で係合する制動ピニオン２２８を交互に制動す
ることができる電磁ブレーキ２２７を使用して固定されることができる。したがって、回
転方向がこの配置において変更されることになっている場合、ブレーキが起動するので、
マウント２２５が太陽歯車２０９および外付けホイール２１７に関して減速される程度に
おいて、移動および／またはアウトプットの速度は、それが停止になるまで減少し、そし
て方向を変更する。
外付けホイール２１７および太陽歯車２０９は、ブレーキ２２９を経て固定され、遊星歯
車２１５もまた、このように外付けホイール２１７および太陽歯車２０９に関して固定さ
れる。
この状態で、遊星ギア２１０が極めて低い損失によって動くので、この状況は、好ましく
は前進のギアとして選択され、ブレーキ２２９に対応するブレーキもまた、例えば、マウ
ント２２５と太陽歯車２０９および／または外付けホイール２１７との間に提供されるこ
とができることは、一見して明らかである。本質的に遊星ギア２１０を対応して停止し、
全体として回転を許容するため、マウント２２５に関して遊星歯車２１５の回転を単に妨
げるだけであることはまた、十分である。
【００４２】
図２０の例示的な実施例において、交互の固定は、遊星歯車２１６を担持し、かつ、それ
らと共に回転し、外付けホイール２１８と交互に、または、この例示的な実施例において
ハウジング２３２上に固定される固定されたホイール２３１に関して同期されてもよいマ
ウント２２６を用いて、同期２３０を経て実行される。この場合に起こるメカニズムは、
図１９の例示的な実施例においてすでに説明されたメカニズムと一致するので、マウント
２２６が、外付けホイール２１８の代わりに太陽歯車２１２によって同期されてもよいこ
とは明らかである。
図２１に示される無段変速機は、インプットコーン３０１、および、互いに摩擦リング３
０４、３０５経由で連結され、特定のアウトプットコーン３０２、３０３の周りをインプ
ットコーン３０１へ回る２つのアウトプットコーン３０２、３０３を有する。コーン３０
１、３０２、３０３の間に残っている隙間に沿って、摩擦リング３０４、３０５を移動さ
せることによって、コーン３０１および３０２、または３０１および３０３によりそれぞ
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れ形成された部分変速機３０６および３０７はそれぞれ、連続的に変化することができる
。
アウトプット側面上では、２つの部分変速機３０６、３０７、および／または、２つのア
ウトプットコーン３０２、３０３は、加重ギア３０８経由でアウトプットシャフト３０９
へ切替えられる。図２１の例示的な図示された実施例において、加重ギア３０８は、外付
けカラー３１１を有する遊星ギア、遊星歯車３１２、および、太陽歯車３１３を備える。
外付けカラー３１１は、コーン３０３のアウトプットシャフト３１６に配置されるピニオ
ン３１５と交替で係合するさらなるカラー３１４に固定され結合される。太陽歯車３１３
もまた、コーン３０２のアウトプットシャフト３１９に配置されるピニオン３１８と交替
で係合するホイール３１７に固定され結合されて、それと共に回転する。さらに遊星歯車
３１２は、アウトプットシャフト３０９に結合され、アウトプットシャフト３０９および
遊星歯車３１２と共に回転するマウント３２０に取り付けられる。したがって、加重ギア
３０８は、ピニオン３１５、３１８および／またはアウトプットコーン３０２、３０３の
速度が変速比および摩擦リング３０４、３０５の位置に依存し、シャフト３０９の総速度
に合計されて提供される。変速比は、摩擦リング３０４、３０５の同一の位置、すなわち
、２つのアウトプットコーン３０２、３０３の同一の速度と共に、遊星歯車３１２は、マ
ウント３２０における内在性の回転に関して静止し、単に外付けカラー３１１および太陽
歯車３１３と共に回転するだけであるように好ましくは選ばれる。このように、連続運転
の損失は最小化されることができる。加えて、クラッチ３２１は、駆動コーン３０１に直
接結合されることができる、または、具体的な実施例に従って速度変換ギア経由で結合さ
れるアウトプットシャフト３０９を用いて、損失を最小化するために使用されることがで
きるので、無段変速機の利点がいずれにせよ使用されず、このタイプの無段変速機に不必
要な損失をさせる特に高速かつ比較的均一の速度において、２つの部分変速機３０６、３
０７は、回避される。
【００４３】
一見して明らかであるように、加重ギア３０８は、２つのコーン３０２、３０３の速度を
合計し、そして、また、これらのコーン３０２、３０３に適用されるトルクのためのトル
クバランスとして使用される。
図２２における例示的な図示された実施例は、本質的に図２１の例示的な実施例と一致す
るので、全く同じに作用しているアセンブリもまた、同一の参照番号を有し、同一の機能
の繰り返しは省かれる。図２１における例示的な実施例の特徴に加えて、図２２の例示的
な実施例も、遊星歯車３１２の回転マウント３２０が外付けカラー３１１に固定されるこ
とができる固定クラッチ３２２を有し、そしてさらに、マウント３２０およびアウトプッ
トシャフト３０９が固定クラッチハウジングに固定されることができるクラッチ３２３を
有する（さらに詳細な図示せず）。第１のクラッチ３２２は、特定の作動状況における遊
星歯車３１２の内在性の回転を停止させるために使用されるので、遊星歯車３１２による
損失は避けられ、ハウジング３２０およびシャフト３０９は、外付けカラー３１１および
太陽歯車３１３と共に回転する。第２のクラッチ３２３は、遊星歯車３１２を適当である
が、それ自身の軸の周りを回転可能である位置に保つために使用される。この配置は、変
速機がその外付けカラーおよび太陽歯車３１３は反対方向に回転することができる、およ
び／または、回転するように設計される変速機との相互作用のために特に提供される。こ
れは例えば、追加的な配置された歯車によって、または、部分変速機３０６、３０７のう
ちの少なくとも１つと加重ギア３０８との間の変速経路における別々の後退用ギアによっ
てさえ実行されることができる。このタイプの配置において、駆動コーン３０１が回転す
る場合であっても、０速度がシャフト３０９に生じるように、加重ギア３０８は、２つの
部分変速機３０６、３０７経由で起動することができる。この状態で、クラッチ３２３は
変速機を固定するために使用されることができる。このタイプの配置において、それから
摩擦リング３０４、３０５を単に調整すること、および／または、部分変速機３０６、３
０７を調整することによってアウトプットシャフト３０９を始動することが可能である。
本質的に図２３に示される配置は、図２１の配置と一致する。２つの配置の部分変速機３
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０６、３０７は、したがって同一である。加重ギア３０８のみは、図２３における配置で
、図２１における配置でのそれと異なって実行される。そういうわけで、対応する部品、
および、それらの運転モードのより詳細な説明もまた、ここで省略される。
【００４４】
図２３に示された無段変速機において、アウトプットシャフト３０９は、遊星ギアの外付
けカラー３２４に、直接結合されて、それと共に回転する。加えて、遊星歯車３１２は、
遊星歯車３１２およびホイール３２６と共に回転することができるマウント３２５に取り
付けられ、ホイール３２６は、コーン３０３のアウトプットシャフト３０６上のピニオン
３１５と係合している。対照的に、太陽歯車３１３は、図２１および２２の例示的な実施
例に記載のように、コーン２のアウトプットシャフト３１９上のピニオン３１８と係合す
るホイール３１７に結合される。
したがって図２３に示されるギア３０８もまた、加重ギアとして作用して、２つの部分変
速機３０６、３０７の速度を加える、および／または、減ずる。
また、図２４に示される配置は、その部分変速機３０６、３０７に関して、図２１から２
３に示される配置と本質的に一致する。本質的に、ギア３０８のみは異なって実行される
。この場合、加重ギア３０８は、それぞれがアウトプットシャフト３１６および３１９に
配置されるコーン３０３および３０２の傘歯車３２７および３２８経由でそれぞれ駆動さ
れる。このため、傘歯車３２７および３２８は、それぞれ自身の軸のまわりを回転する差
動装置の、固定された傘歯車３３１および３３２に交替で結合される傘歯車３２９および
３３０とそれぞれ係合する。図２４におけるギアのアウトプットは、それぞれ差動装置の
傘歯車３３１および３３２と交替で係合する差動装置の回転傘歯車３３３および３３４の
軸受に結合される歯車３１０を経て発生する。一見して明らかであるように、加重ギアも
また、この配置により備えられる。
【００４５】
図２５における例示的な実施例の基本的な構造は、図２４における例示的な実施例と一致
するので、ここで、加重ギア３０８もまた、アウトプットホイール３３６を用いて傘歯車
３３７経由でアウトプットシャフト３０９を駆動する差動装置３３５により本質的に形成
される。加えて、アウトプットホイール３３６は、駆動コーン３０１に被同期クラッチ３
３９を経て交替で接続可能である傘歯車３３８と係合するので、２つの部分変速機３０６
、３０７は必要に応じて回避されることができる。さらに、この配置において、アウトプ
ットコーン３０２、３０３のアウトプットシャフト３１６、３１９はそれぞれ、被同期ク
ラッチ３４０および３４１経由で、固定された軸の周りを回る差動装置の傘歯車に結合さ
れる傘歯車３４６および３４７とそれぞれ交替で係合する傘歯車３４２、３４３、および
、３４４、３４５に交互にスイッチで切り替え可能である。部分変速機３０６、３０７の
活発な回転方向は、したがってクラッチ３４０および／または３４１によって、容易に変
更されることができるので、図２５における変速機が極めて用途が広い変速機挙動を有す
る。
示されたコーン形の摩擦リング変速機３０６、３０７の代わりに、他の無段変速機もまた
、本発明によるこのタイプの無段変速機のための部分変速機として都合よく使用されるこ
とができることは、明らかである。図２１から２５において一見して明らかであるように
、部分変速機３０６、３０７は、互いに各々並列に配置され、すべて図面の平面に位置す
る特定のコーン体軸３４８、３４９、３５０により定義される部分変速面を有する。この
ように、変速機は極めて平らに造られ、それらは例えば、荷重表面の下で提供されるので
、トラックおよび／または小さいトラックに用いられるために特に適切である。より高い
トルクで２つの部分変速機を使用することにより良い効率で作動する本発明よる変速機は
、現代のディーゼルエンジンによって適用されるので、極めて高圧力は、２つの部分変速
機を使用することにより避けることができるため、それは、いっそう適切である。
【００４６】
すでに、図２１から２４における記載および例示的な実施例に基づいて示され、図２５に
おける例示的な実施例に基づいて例示的な用途のために説明されたように、変速機の全体
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の特徴は、部分変速機３０６、３０７が加重ギア３０８に作用する回転方向の選択によっ
て、かなり影響される可能性がある。特に、このタイプの後退用ギアおよび／または回転
方向を変更する部分変速機は、都合がよい。この点に関する変形例は、上述の部分変速機
８０の例証として図１０において説明された。
図２１から２５に示された変速機において、力の流動もまた、後退として選ばれることが
できるので、アウトプット要素３０９、３１０はインプット要素として使用され、インプ
ットコーン３０１はアウトプットコーンとして使用されることは、明らかである。
図１４から１７までと同様に図１、４、８、および９から推定されるように、その中で示
された無段変速機は、封止７０によりそれらの軸受の方向に各々封止される（実施例とし
てのみ確認される）。関連技術から分かるように、別個の流体容器はコーンと結合要素が
位置付けられている部分へ位置付けられる。例示的な本実施例において、約１０から３０
モルパーセントのポリジメチル・シロキサンのメチレン基が好ましくはフェニル基と置換
され、２５°Ｃの粘性が好ましくはほぼ２００ｍｍ２／秒である「シリコーンオイル」は
、流体として好ましくは使用される。しかしながら、その物理的および化学的なパラメー
タの温度依存が、鉱油の温度依存に関して安定し、および／または、温度に依存する圧縮
変化度および／または温度に依存する粘性変化度に関して、鉱油の変化度とシリコーンオ
イルの変化度との間に位置する他のいかなる流体も使用されることができる。
例示的な流体および／または上記の液体の温度依存は、一例として図２６において対数関
数的な形状で示され、白線８９ａは、鉱油を表し、白線８９ｂは、シリコーンオイルを表
している。これらの流体は、流体によって架橋された隙間が、コーン４、５；５１、５５
、８１、８２、９１、９２、１０４、１０５、２０３、２０４、３０１、３０２、３０３
と、結合要素７；５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５との間で、形成さ
れてもよいという運転条件を保証する。この隙間の存在は、電気電圧測定を通じて金属部
品において検出され、例えば、この隙間が数回転した後のみに形成される、すなわち、流
体が分配される場合、実験的に決定されてきたので、隙間の寸法に関して、圧縮性および
粘性が最適に選ばれることになっている。この場合、対応する隙間が運転条件において維
持されるというように、支柱および／または圧力装置は必要な大きさにされる。
異なる動作経路のため、およびしたがって、コーン４、５；５１、５５、８１、８２、９
１、９２、１０４、１０５、２０３、２０４、３０１、３０２、３０３の異なる半径の均
一の表面圧を保証するため、軸方向に異なるように、各々のコーンの動作表面１２は好ま
しくは実行される。現在の例示的な実施例において、これは異なる幅（図示せず）の溝で
実行される。あるいは、軸方向に異なる表面粗さ測定器または類似した何かが、備えられ
てもよい。
【００４７】
摩擦リング７；５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５の表面は、摩擦リン
グ７１に基づいて図２７における例示的な用途のために示されたように、コーン４、５；
５１、５５、８１、８２、９１、９２、１０４、１０５、２０３、２０４、３０１、３０
２、３０３と、摩擦リング７；５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５との
間で残っている隙間において液体の剪断力に影響するために好ましくは溝を備えている。
摩擦リング７１は、コーン４、５；５１、５５、８１、８２、９１、９２、１０４、１０
５、２０３、２０４、３０１、３０２、３０３の表面と相互作用する摩擦リング７；５４
に基づいて説明されたように、２つの回転表面７２、７３をそれぞれ有する。この場合、
表面７２、７３は異なる表面設計を有する。例えば、台形の力板７４（図２７ｂ参照）は
特に都合が良い。なぜなら、リング７１の残りの材料上に、特によくそれ自身を支持する
からである。累積的におよび／または代替的に、直径に沿って対向する表面における内部
のフランジが避けられるような、丸い溝の吸気口（図２７ｂおよび２７ｃ参照）は、提供
される。丸い溝吸気口７５はまた、油膜および／または表面圧の分配のために都合がよい
ようである。丸い溝の底面７６（図２７ｂ、２７ｃおよび２７ｄ参照）は、対照的に、負
荷の下において溝底面の切欠き効果を避けることができる。本質的に立方形の力板７７（
図２７ｃ参照）もまた、備えることができる。図２７ｄおよび２７ｅに示されたように、
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丸い外部の断面形状７９を有する力板７８もまた、使用される。
このタイプの溝は、具体的な実施例に従い、摩擦リングの表面に全く同じに、および／ま
たは、両方のコーンで異なって提供される。特に、軸方向における溝および／または力板
の分配は、表面上において変化することができる。このように、例えば、表面圧および／
または表面圧分配は変化、および／または、コーンに沿ってさえも最適に設定されてもよ
く、および／または、オイル膜厚は適応することができる。特に溝横断面は、この場合に
おける特定の変速要素の接点領域からのオイルの排液量を主に決定する。
【００４８】
加えて、摩擦リングは、好ましくは冠部を持つ横断面を有するので、隙間の存在にもかか
わらず、大きい可能な接点領域はヘルツ応力を経て実行される。
摩擦リング７、５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５それ自体（例示的な
用途にのみのため、図２８から３１において７、５４と番号をつけられた）は、図２８に
示されるように、作動ブリッジ９１がその上で動作し、かつ、軸９２の周りを回転可能で
あるよう取り付けられた保持器９０により、現在の例示的な実施例において周知の方法で
保持される。しかしながら関連技術に反して、作動ブリッジ９１は、保持器９０の角度が
変わる場合、自由に動かず、むしろ、アクチュエータ９３経由で、ハウジング３２に載置
された主軸９４において明らかに制御されるので、それは回転可能である。この場合、十
分な遊びは、アクチュエータ９３と作動ブリッジ９１との間で提供されるので、アクチュ
エータ９３の移動は最初に、保持器９０の角度を変更させ、その後、リング７、５４、８
３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５は回転軸において対応して移動する、そして
、アクチュエータ９３の移動が続く。
それ自体の力によるリング７、５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５の調
整の角度が重大な意味を持つので、保持器９０の角度に関するプレテンションは、ハウジ
ング３２と保持器９０との間のばね９５によって、この例示的な実施例において実行され
る。その結果、作動ブリッジ９１とアクチュエータ９３との間の遊びは、図２９に概略的
に示されているように、意図的でなく保持器９０の角度を変更させない。
加えて、作動ブリッジ９１が動いてもよいハウジング３２上に（図３０において例示的な
用途のために示される）端部ストッパ９６があり、これらの端部ストッパは、リング７、
５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５が回転軸に関してコーン体軸に並列
に整列配置され、したがって、もはや移動しないように置かれている。このように、リン
グの位置決め装置が故障した場合、変速機の完全な破壊は防ぐことができる。作動ブリッ
ジ９１の対応する位置を表示するセンサもまた、この点において備えられてもよい。
代替調整可能性９７は、図３１に示され、この実施例バリエーションは、極めてコスト的
に効率よく造られる。この実施例バリエーションにおいて、リング７、５４、８３、９３
、１０７、２０５、３０４、３０５は保持装置９８によって一方の側面のみに導かれる。
この保持装置は、アプローチ側に備えられるので、選択された図において、最初に保持装
置９８から始まるリング７、５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５は最初
にコーン４、５；５１、５５、８１、８２、９１、９２、１０４、１０５、２０３、２０
４、３０１、３０２、３０３の間の隙間を通過し、そしてそれが再び保持装置９８に達す
る前にコーン５；５１、８１、９１、１０５、２０３、３０２、３０３の周りを回転する
。保持装置９８は、主軸９９に載置され、かつ、十分な遊びでリングを囲むので、移動す
る動きを実行し、それ自体の力により保持装置９８の動きに続くコーン体軸により形成さ
れる平面から、その回転軸の角度を移動させることができる。保持装置９８の遊びの変形
例として、主軸として実行されるアクチュエータ９９に関して図３１の図面の平面におけ
る回転自由度を備えることができ、かつ、本質的に遊びなしでリングを導く。
【００４９】
リング７、５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５が、回転軸に対して垂直
なトルクを有して実行される場合、休止１００上に一方の側のリング７、５４、８３、９
３、１０７、２０５、３０４、３０５を導くのみである保持装置は、備えることができ、
このトルクを妨げ、および、 ― 所望の移動に従い ― リングから離れるように移動する
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ので、それ自体の力によりコーン体軸によって形成される平面から、その回転軸の回転運
動を完成し、再び適切にそれを整列配置し、またはリングの回転軸がその方へ動くように
旋回する誘導装置に達するまで、移動し始める。その結果、それは誘導装置がもはや続か
なくなるまで、誘導装置から離れて移動し、それが再び誘導装置に達するまで、再びそれ
自体のトルクでその回転軸の方へ旋回して戻る。
後者の配置は、リング７、５４、８３、９３、１０７、２０５、３０４、３０５の特に大
きい量の遊びを許容するので、それは摩擦損失が最小化されるように非常に独立して、か
つ、自動安定的に移動することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】第１の変速機の図２における線I-A-B-C-D-Iに沿った断面を示す；
【図２】図１の変速機の概略側面図を示す；
【図３】図１の変速機の概略図を示す；
【図４】アウトプットコーンの拡大図を示す；
【図５】図１から４までの変速機の圧力装置のバネ要素の上面図を示す；
【図６】後続の変速機の概略図を示す；
【図７】後続の変速機の概略図を示す；
【図８】同軸駆動およびアウトプットを有するさらなる可能な変速機の概略図を示す；
【図９】同軸駆動およびアウトプットを有する代わりのさらなる変速機の概略図を示し、
摩擦リングは２つの作動位置に示されている；
【図１０】本発明の変速機の可能な後退用ギアを示す；
【図１１】図３に記載の図に類似したタイプのさらなる変速機の概略図を示す；
【図１２】差動装置、後退用ギアおよびアウトプットコーンの取付けを通じた図１１の変
速機の断面を示す；
【図１３】差動装置、後退用ギアおよびアウトプットコーンの取付けを通じた図１１およ
び１２の変速機の断面を示す；
【図１４】図１に記載の類似した図における図１１から１３の変速機を示す；
【図１５】拡大された圧力装置での図１４における詳細拡大図を示す；
【図１６】収縮された圧力装置での図１５における配置を示す；
【図１７】開放されたコーンクラッチでの図１５および１６の配置を示す；
【図１８】図１７における詳細拡大XVIIIを示す；
【図１９】補助的なおよび／または代替の後退用ギアの概略図を示す；
【図２０】さらなる補助および／または代替の後退用ギアの概略図を示す。
【図２１】２つの部分変速機への無段変速機の可能な分解の概略図を示す；
【図２２】追加の切替可能性を有する図２１の変速機を示す；
【図２３】図２１および２２に記載の類似した図において、２つの部分変速機への無段変
速機のさらなる可能な分解の概略図を示す；
【図２４】図２１から２３に記載の類似した図において、２つの部分変速機への無段変速
機のさらなる可能な分解の概略図を示す；
【図２５】追加の切替可能性を有する図２４に記載の切替ギアを示す；
【図２６】典型的なシリコーンオイルのための温度の関数として粘性を示す；
【図２７】ａは、結合要素および／または摩擦リングを通じた概略断面を示し、図２７ｂ
からｅは、図２７ａにおける詳細Aの詳細拡大図の異なる表面設計を示す；
【図２８】概略上面図における図１の変速機の作動ブリッジを示す；
【図２９】図１および２８における作動ブリッジのプレテンションを概略的に示す；
【図３０】図２８および２９における保持装置のための端部ストッパを概略的に示す；
【図３１】図２８から３０に示された保持装置のための別の実施例を示す。
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